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３

月

15

日

早

朝

、

ラ

ジ

オ

で

流

れ

た

俳

句

で

目

が

覚

め

た

。

「

隠

岐

や

い

ま

木

の

芽

を

か

こ

む

怒

涛

か

お

き

こ

の

め

ど

と

う

な

」

。

こ

の

作

品

は

国

文

学

者

の

加

藤

楸

邨

（

明

治

し

ゅ

う

そ

ん

38

年

～

平

成

５

年

）

が

隠

岐

で

詠

ん

だ

俳

句

で

あ

る

。

お

き

波

打

つ

怒

濤

の

中

で

も

、

春

が

来

れ

ば

野

山

の

木

々

ど

と

う

が

芽

吹

く

と

い

っ

た

意

味

で

あ

る

が

、

そ

こ

に

は

人

生

の

厳

し

さ

、

人

間

の

生

き

方

や

生

き

様

が

込

め

ら

れ

て

い

る

。

隠

岐

の

島

は

、

後

鳥

羽

天

皇

の

流

刑

の

地

で

あ

る

。

お

き

後

鳥

羽

天

皇

は

承

久

の

乱

で

戦

い

に

敗

れ

、

隠

岐

に

お

き

流

さ

れ

た

。

41

歳

か

ら

60

歳

ま

で

こ

の

島

で

過

ご

し

て

い

る

が

、

作

者

は

後

鳥

羽

天

皇

の

住

ま

わ

れ

た

、

行

在

所

跡

に

立

ち

、

隠

岐

の

島

の

今

、

を

詠

ん

だ

そ

う

で

あ

る

。

八

代

は

そ

の

後

鳥

羽

天

皇

と

縁

が

あ

る

。

そ

れ

は

、

八

代

神

社

（

八

代

妙

見

宮

）

ゆ

か

り

は

一

一

八

六

年

（

文

治

２

年

）

に

、

後

鳥

羽

天

皇

の

勅

願

で

、

下

宮

が

創

建

さ

れ

て

ち

ょ

く

が

ん

い

る

。

下

宮

創

建

以

前

か

ら

の

由

緒

あ

る

神

社

と

考

え

れ

ば

、

八

代

が

如

何

に

古

い

歴

史

と

文

化

の

あ

る

町

で

あ

る

か

が

、

よ

く

理

解

で

き

る

。

さ

ら

に

、

八

代

宮

（

八

代

城

址

）

は

、

同

じ

く

隠

岐

の

島

に

流

刑

さ

れ

た

後

醍

醐

天

皇

の

、

第

９

皇

子

で

あ

ご

だ

い

ご

る

懐

良

親

王

を

祭

神

と

し

て

い

る

。

懐

良

親

王

は

南

朝

方

の

征

西

将

軍

と

し

て

、

菊

か

ね

な

が

か

ね

な

が

池

武

光

公

と

一

緒

に

北

朝

軍

と

戦

い

、

一

時

期

九

州

を

制

定

し

た

皇

子

で

あ

る

。

そ

の

陵

墓

は

（

他

説

あ

る

が

正

式

陵

墓

は

八

代

市

）

、

現

在

の

高

田

町

の

菩

提

寺

で

あ

る

悟

真

寺

の

所

で

あ

る

。

次

の

征

西

将

軍

後

村

上

天

皇

皇

子

の

良

成

親

王

の

命

に

よ

よ

し

な

り

り

、

菊

池

武

朝

公

が

造

営

し

た

と

伝

わ

っ

て

い

る

。

き

く

ち

た

け

と

も

時

代

は

平

成

と

な

り

、

世

の

中

も

随

分

変

化

し

た

。

世

界

も

グ

ロ

ー

バ

ル

化

社

会

と

な

り

、

日

本

も

「

内

憂

外

患

」

の

状

況

で

あ

る

。

一

年

は

早

い

。

生

徒

諸

君

は

一

な

い

ゆ

う

が

い

か

ん

年

を

顧

み

、

ど

の

よ

う

な

年

と

な

っ

た

の

で

あ

ろ

う

か

。

放

課

後

や

休

日

は

、

グ

ラ

ン

ド

や

体

育

館

で

部

活

動

の

練

習

が

絶

え

間

な

か

っ

た

。

早

朝

課

外

や

夕

課

外

で

熱

心

に

勉

学

に

励

む

生

徒

も

い

た

。

職

員

室

廊

下

の

学

習

も

年

々

増

え

て

き

て

い

る

。

よ

く

頑

張

れ

た

も

の

だ

と

思

う

。

し

か

し

、

人

生

は

「

辛

い

や

き

つ

い

」

の

連

続

で

あ

る

。

目

標

を

明

確

に

し

、

日

々

努

力

を

重

ね

れ

ば

、

そ

の

苦

労

も

報

わ

れ

る

。

生

徒

諸

君

は

そ

の

時

期

が

、

今

で

あ

る

。

「

（

時

は

い

ま

）

、

木

の

芽

を

か

こ

む

怒

濤

か

な

」

で

あ

る

。

４

月

に

は

、

新

入

生

も

入

り

、

生

徒

諸

君

は

新

２

年

、

新

３

年

で

あ

る

。

将

来

設

計

を

た

て

、

進

路

実

現

の

た

め

の

平

成

25

年

度

と

な

る

よ

う

、

そ

し

て

最

良

の

年

と

な

る

よ

う

期

待

し

て

い

る

。

「

時

は

い

ま

」

木

の

芽

を

か

こ

む

怒

涛

か

な

校校校校
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第

62

回

卒

業

証

書

授

与

式

３

月

１

日

（

金

）

第

62

回

卒

業

証

書

授

与

式

を

行

い

、

１

７

８

名

の

卒

業

生

が

学

び

舎

を

巣

立

ち

ま

し

た

。

各

ク

ラ

ス

の

担

任

の

先

生

か

ら

一

人

ひ

と

り

呼

名

が

行

わ

れ

、

元

気

よ

く

返

事

を

し

た

後

、

代

表

者

が

校

長

先

生

よ

り

卒

業

証

書

を

受

け

取

り

ま

し

た

。学

校

長

に

よ

る

式

辞

を

は

じ

め

、

八

代

教

育

事

務

所

長

秋

山

純

晴

様

、

前

衆

議

院

議

員

中

島

隆

利

様

、

同

窓

会

会

長

島

田

隆

任

様

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

・

後

援

会

長

澤

村

博

文

様

よ

り

温

か

い

御

祝

辞

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

２

年

商

業

科

の

久

木

田

夏

鈴

さ

ん

（

坂

本

中

出

身

）

が

在

校

生

総

代

と

し

て

送

辞

を

述

べ

ま

し

た

。

多

く

の

皆

様

の

お

祝

い

の

言

葉

や

激

励

の

言

葉

に

、

卒

業

生

も

胸

を

熱

く

し

て

聞

い

て

い

ま

し

た

。

卒

業

生

総

代

の

答

辞

は

、

前

生

徒

会

長

の

橋

口

郁

美

さ

ん

（

坂

本

中

出

身

）

が

読

み

ま

し

た

。

時

折

涙

で

言

葉

に

詰

ま

り

な

が

ら

も

読

み

上

げ

て

く

れ

る

姿

は

、

多

く

の

人

の

心

に

響

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

式

歌

（

仰

げ

ば

尊

し

、

蛍

の

光

）

と

校

歌

を

高

ら

か

に

歌

い

、

第

62

回

卒

業

証

書

授

与

式

を

終

え

ま

し

た

。

式

後

の

行

事

で

は

卒

業

生

自

ら

が

編

集

し

た

「

思

い

出

ビ

デ

オ

」

の

上

映

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

生

徒

も

保

護

者

の

皆

さ

ん

も

３

年

間

を

思

い

出

し

な

が

ら

、

楽

し

い

ひ

と

時

を

す

ご

し

ま

し

た

。

退

場

時

に

は

、

ず

っ

と

後

ろ

で

見

守

っ

て

く

だ

さ

っ

て

い

た

保

護

者

席

を

囲

ん

で

お

礼

の

ご

挨

拶

を

し

、

す

ば

ら

し

い

卒

業

式

の

締

め

く

く

り

と

な

り

ま

し

た

。

３

年

生

の

皆

さ

ん

、

卒

業

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

代代代代

表表表表

者者者者

へへへへ

のののの

卒卒卒卒

業業業業

証証証証

書書書書

授授授授

与与与与
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業業業業

生生生生

答答答答

辞辞辞辞

をををを
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橋橋橋橋

口口口口

郁郁郁郁

美美美美

ささささ

んんんん

（（（（

坂坂坂坂

本本本本

中中中中

出出出出

身身身身

））））

涙涙涙涙

でででで

言言言言

葉葉葉葉

にににに

詰詰詰詰

まままま

りりりり

なななな

がががが

らららら

もももも

読読読読

んんんん

でででで

くくくく

れれれれ

まままま

しししし

たたたた
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☆☆☆☆

産産産産

業業業業

教教教教

育育育育

振振振振

興興興興

中中中中

央央央央

会会会会

賞賞賞賞

塚

本

菜

月

（

小

川

）

☆☆☆☆

全全全全

国国国国

商商商商

業業業業

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

協協協協

会会会会

賞賞賞賞

宮

本

貴

大

（

小

川

）

☆☆☆☆

全全全全

国国国国

商商商商

業業業業

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

検検検検

定定定定

１１１１

級級級級

３３３３

種種種種

目目目目

以以以以

上上上上

合合合合

格格格格

者者者者

表表表表

彰彰彰彰

６６６６

種種種種

目目目目

合合合合

格格格格

緒

方

将

大

（

松

橋

）

山

元

佑

太

（

田

浦

）

原

田

咲

希

（

八

代

四

）

５５５５

種種種種

目目目目

合合合合

格格格格

酒

井

優

衣

（

八

代

二

）

野

田

優

梨

安

（

八

代

二

）

塚

本

菜

月

（

小

川

）

藤

川

拓

実

（

八

代

一

）

宮

本

貴

大

（

小

川

）

山

下

功

（

八

代

二

）

門

口

小

有

紀

（

八

代

一

）

亀

山

真

櫻

（

八

代

五

）

坂

口

葵

（

鏡

）

萩

本

有

香

（

八

代

四

）

平

嶋

千

紘

（

八

代

一

）

山

本

綾

美

（

佐

敷

）

４４４４

種種種種

目目目目

合合合合

格格格格

高

井

晴

菜

（

八

代

一

）

岩

根

佳

輝

（

八

代

四

）

村

上

舞

（

田

浦

）

久

保

亮

太

（

小

川

）

前

田

大

輝

（

八

代

二

）

金

崎

鞠

香

（

八

代

一

）

金

枝

愛

子

（

佐

敷

）

河

野

里

奈

（

八

代

一

）

田

方

遥

香

（

八

代

一

）

福

島

し

ず

く

（

八

代

四

）

山

﨑

奏

美

（

佐

敷

）

米

村

朋

美

（

竜

北

）

３３３３

種種種種

目目目目

合合合合

格格格格

小

島

達

也

（

八

代

四

）

吉

永

光

（

八

代

三

）

梅

田

夏

未

（

八

代

四

）

嶌

田

あ

か

ね

（

八

代

七

）

苗

床

茉

南

美

（

八

代

一

）

岡

本

未

鈴

（

八

代

三

）

宮

川

晃

帆

（

八

代

四

）

川

元

玲

美

（

田

浦

）

少

前

和

（

八

代

一

）

宮

本

崇

史

（

八

代

四

）

岩

崎

成

美

（

竜

北

）

上

田

遥

奈

（

八

代

八

）

久

木

田

美

里

（

八

代

八

）

米

田

麻

里

絵

（

八

代

四

）

坂

口

恵

（

八

代

二

）

高

植

千

晴

（

八

代

六

）

田

邊

奈

実

（

八

代

八

）

橋

口

郁

美

（

坂

本

）

濵

島

美

和

子

（

八

代

一

）

松

﨑

沙

弥

香

（

田

浦

）

吉

田

美

穂

（

鏡

）

☆☆☆☆

熊熊熊熊

本本本本

県県県県

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

文文文文

化化化化

連連連連

盟盟盟盟

図図図図

書書書書

部部部部

生生生生

徒徒徒徒

図図図図

書書書書

委委委委

員員員員

表表表表

彰彰彰彰

山

﨑

奏

美

（

佐

敷

）
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熊熊熊熊

本本本本

県県県県

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

保保保保

健健健健

会会会会

表表表表

彰彰彰彰

熊

谷

紫

穂

（

八

代

一

）

川

元

玲

美

（

田

浦

）
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熊熊熊熊

本本本本

県県県県

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

文文文文

化化化化

連連連連

盟盟盟盟

文文文文

化化化化

功功功功

労労労労

表表表表

彰彰彰彰

書書書書

道道道道

部部部部

土

山

美

久

（

八

代

一

）

吹吹吹吹

奏奏奏奏

楽楽楽楽

部部部部

河

北

紋

奈

（

八

代

一

）

☆☆☆☆

皆皆皆皆

勤勤勤勤

賞賞賞賞

酒

井

優

衣

（

八

代

二

）

大

力

あ

か

り

（

八

代

一

）

中

西

結

里

合

（

長

嶺

）

植

村

廣

斗

（

楠

）

矢

長

朋

告

（

諸

塚

）

岡

本

未

鈴

（

八

代

三

）

勝

田

瑞

希

（

田

浦

）

橋

本

成

美

（

八

代

七

）

宮

川

晃

帆

（

八

代

四

）

吉

永

将

太

（

八

代

一

）

仁

田

原

美

鈴

（

八

代

八

）

松

本

裕

梨

（

坂

本

）

門

口

小

有

紀

（

八

代

一

）

金

崎

鞠

香

（

八

代

一

）

萩

本

有

香

（

八

代

四

）

橋

口

郁

美

（

坂

本

）

原

田

咲

希

（

八

代

四

）

福

島

し

ず

く

（

八

代

四

）

米

村

朋

美

（

竜

北

）

吉

田

美

穂

（

鏡

）

谷

口

憂

誠

（

坂

本

）

堤

優

星

（

水

上

）

竹

内

穂

乃

香

（

水

上

）

森

﨑

睦

（

竜

北

）

☆☆☆☆

第第第第

３３３３

回回回回

熊熊熊熊

本本本本

県県県県

新新新新

春春春春

学学学学

生生生生

書書書書

道道道道

展展展展

土

山

美

久

（

八

代

一

）

☆☆☆☆

青青青青

少少少少

年年年年

赤赤赤赤

十十十十

字字字字

高高高高

校校校校

生生生生

メメメメ

ンンンン

ババババ

ーーーー

卒卒卒卒

業業業業

生生生生

へへへへ

のののの

感感感感

謝謝謝謝

状状状状

江

口

真

弥

（

八

代

一

）

高

井

晴

菜

（

八

代

一

）

村

岡

真

奈

（

八

代

一

）

☆☆☆☆

熊熊熊熊

本本本本

県県県県

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

体体体体

育育育育

連連連連

盟盟盟盟

賞賞賞賞

【【【【

ババババ

ドドドド

ミミミミ

ンンンン

トトトト

ンンンン

部部部部

】

田

中

祐

聖

（

坂

本

）

興

梠

修

平

（

蘇

陽

）

窪

田

周

斗

（

桜

丘

）

樋

口

幸

樹

（

有

浦

）

福

島

卓

哉

（

坂

本

）

植

村

廣

斗

（

楠

）

【【【【

ソソソソ

フフフフ

トトトト

ボボボボ

ーーーー

ルルルル

部部部部

】

山

田

夢

子

（

相

良

）

森

本

千

代

子

（

一

の

宮

）

大

力

あ

か

り

（

八

代

一

）

中

西

結

里

合

（

長

嶺

）

【【【【

剣剣剣剣

道道道道

部部部部

】】】】

中

津

浩

太

（

球

磨

）

藤

田

敏

生

（

人

吉

一

）

矢

長

朋

浩

（

諸

塚

）

【【【【

陸陸陸陸

上上上上

部部部部

】】】】

岩

山

朋

加

（

小

川

）

☆☆☆☆

全全全全

国国国国

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

体体体体

育育育育

科科科科

連連連連

絡絡絡絡

協協協協

議議議議

会会会会

賞賞賞賞

岩

﨑

聡

史

（

八

代

二

）

尾

形

良

将

（

小

川

）

西

岡

真

矢

（

大

和

）

平

野

美

沙

子

（

姫

戸

）

☆☆☆☆

熊熊熊熊

本本本本

県県県県

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

野野野野

球球球球

連連連連

盟盟盟盟

賞賞賞賞

吉

川

大

亮

（

八

代

五

）

☆☆☆☆

平平平平

成成成成

22224444

年年年年

度度度度

全全全全

国国国国

高高高高

等等等等

学学学学

校校校校

陸陸陸陸

上上上上

競競競競

技技技技

部部部部

等等等等

級級級級

賞賞賞賞

２２２２

級級級級

岩

山

朋

加

（

小

川

）

３種目以上１級合格

お め で と う

商商商商業業業業科科科科・・・・情情情情報報報報会会会会計計計計科科科科ああああわわわわせせせせてててて４４４４８８８８名名名名がががが全全全全商商商商

３３３３種種種種目目目目以以以以上上上上１１１１級級級級合合合合格格格格表表表表彰彰彰彰をををを受受受受けけけけままままししししたたたた。。。。毎毎毎毎

日日日日のののの授授授授業業業業、、、、課課課課外外外外をををを頑頑頑頑張張張張りりりり抜抜抜抜いいいいたたたた成成成成果果果果でででですすすす。。。。

高高高高校校校校３３３３年年年年間間間間でででで身身身身にににに付付付付けけけけたたたた知知知知識識識識とととと技技技技術術術術をををを、、、、実実実実

社社社社会会会会ででででぜぜぜぜひひひひ役役役役立立立立ててててててててくくくくだだだだささささいいいい！！！！

高体連表彰

部部部部活活活活動動動動ににににおおおおいいいいてててて県県県県内内内内外外外外のののの大大大大会会会会でででで活活活活躍躍躍躍しししし

「「「「文文文文武武武武両両両両道道道道のののの実実実実践践践践」」」」をををを成成成成しししし遂遂遂遂げげげげままままししししたたたた。。。。

おおおおめめめめででででととととううううごごごござざざざいいいいまままますすすす！！！！


